
◦医療費通知書をお送りします◦

被扶養者の異動の手続きを忘れずに
　３月・４月は卒業や就職、退職の時期です。それに伴い、被扶養者の異動手続きが必要となる方は、次の書類を
所属所の共済事務担当課へ提出してください。 

被扶養者の認定手続きについて（ご家族の方の退職等）
　退職等の理由により新たに被扶養者の認定を希望する場合は、退職日の翌日等の被扶養者の要件を満たすこととなった日
から、30 日以内に次の書類を提出してください。
　なお、30 日を超えてから提出した場合は、共済事務担当課に提出した日が認定日となります。
◎被扶養者認定の提出書類 
   ⃝「被扶養者申告書」
⃝「家庭状況」
⃝該当者の退職証明書（辞令）または社会保険資格喪失証明書
⃝雇用保険の適用があった場合

ア）雇用保険を受給する　　　➡　離職票１・２または雇用保険受給資格者証（写し）
イ）雇用保険を受給しない　　➡　離職票１・２または雇用保険資格喪失確認通知書（原本）
ウ）雇用保険を受給延長する　➡　離職票１・２及び受給延長通知書または雇用保険受給資格者証（写し）

⃝�配偶者の場合は、国民年金第３号資格取得届書及び配偶者の国民年金手帳等基礎年金番号が確認できる書類の写し（婚姻
による改姓等年金手帳の記載事項の変更手続きを併せて行う場合は、年金手帳の原本）
⃝�学生以外の別居の場合は、対象者の年間収入の 1/2以上かつ認定対象者一人につき毎月５万円以上を送金している事実を
確認できる書類の写し（銀行の振込み受領書やＡＴＭの利用明細書等、振込人・受取人・送金額・送金日が１枚で確認で
きるものであることが必要です）

被扶養者の取消手続きについて（被扶養者の就職） 
　就職をされる方のうち、次の場合は就職日から扶養取消しとなります。
⃝就職先の健康保険の適用になる場合
⃝�試用期間中等の理由で健康保険の適用にはならないが、月額基準額 108,334 円（各種控除前で交通費等を含む総収入）
以上の収入が恒常的に見込まれる場合
⃝初月の給与は上記月額基準額未満であるが、次月以降は同基準額以上の収入が恒常的に見込まれる場合

◎被扶養者の就職による扶養取消しの提出書類
⃝�「被扶養者申告書」
⃝�組合員被扶養者証
⃝�就職日の確認できる書類（新しい健康保険証の写し、採用辞令・雇用契約書の写し等）
⃝�配偶者の場合は、国民年金第３号被保険者被扶養配偶者非該当届（所得の増加・離婚・死亡
の場合のみ必要になります。社会保険の適用による取消の場合は不要です）

被扶養者の共済組合登録住所について
　被扶養者が進学等による転居のため住民票の異動をする場合は、被扶養者の住所に係る「組合員証等記載事項等変更申告書」
を提出してください。なお、住民票の添付は必要ありません。

「被扶養者申告書」、「家庭状況」、「組合員証等記載事項等変更申告書」は共済組合ホームページからダウンロードができます。

通知書の内容
受診者氏名、診療年月、受診日数、
医科 / 歯科 / 調剤 / 入院 / 入院
外の区分、医療費総額、法定給
付額、自己負担額、附加金など

　共済組合では年に２回、組合員の皆様に医療機関等の受診状況をお知らせする「医療費通知書」
を作成しております。
　今回は平成27年７月診療分から12月診療分の６か月間の医療費の状況をお知らせいたします。
　３月中旬頃に所属所の共済事務担当課を通して配付いたしますので、受診状況等についてご確
認ください。
＜適正な受診にご協力ください＞
●かかりつけ医を持ちましょう。
身近な「かかりつけ医」を持ち、日常の健康管理について相談してみましょう。
●重複受診はやめましょう。
同じ病気で複数の医療機関を受診する“重複受診”は、医療費だけでなく、体にも負担がかかる場合があります。
●ジェネリック医薬品を利用しましょう。
ジェネリック医薬品は先発医薬品と同等の効能を持つ後発医薬品のことで、薬剤費が先発医薬品よりも安いため、医療費の節約にな
ります。
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